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基本施策 平成３０年度の環境施策 

 

３.快適な生活環境の確保 

平成３０年度の環境施策について（高山市環境基本計画体系図） 

○特定外来生物防除事業  ・いのちの森づくり事業 

・自然環境学習等事業  ○自然公園に関すること【H29繰越】 

・ジオパーク推進事業  ・白山ユネスコエコパーク推進事業 

・「山の日」推進事業  ・農作物獣害防止対策事業 

・未利用資源活用促進事業  ・施設緑化木等配付事業 

・緑化推進事業補助金  ・緑地保全推進事業 

・里山取得事業   ・里山林整備事業 

基本目標 

 

 共 生  
 

自然と共存できる 

地域づくり 

 

 

○自然エネルギーによるまちづくり検討委員会 

・森林整備におけるカーボンオフセット事業（都市部との連携） 

・木質バイオマス活用促進事業補助金 ・自然エネルギー活用支援事業 

・「積まマイカー」間伐材収集運搬事業 

・熱供給パイロット事業（民間支援） ・災害対策備品の貸出し 

・低公害車の導入          ・庁舎照明改修事業 

・防犯灯改修等事業補助金 

・県営農村環境整備事業（小水力発電整備型） 

・匠の家づくり支援事業補助金 

・中小企業子育て・環境保全推進支援補助金 

・企業立地支援制度         ・高山市商店街街路灯改修補助金 

・下水熱を活用した凍結防止施設整備事業（試験運用） 

・温泉熱を活用した融雪設備整備事業 ・通学路照明灯整備事業 

・小学校・中学校大規模改修事業 

将来像 視点 

 

 循 環  
 

環境負荷の少ない循環型

地域づくり 

 

 
 

 参 加  
 

環境保全に協働する 

地域づくり 

 

 

 

５.環境にやさしい人づくり 

 

４.豊かな社会環境の整備 

 

２.地球環境の保全 

 

１.自然との共生 

① 自然環境の保全と活用 

 

② 自然とふれあう空間の創出 

 

③ 生物多様性の保全 

① 情報の共有 

 

② 学習・教育の推進 

 

③ 意識の醸成 

① 公害対策の強化 

 

② 循環型社会の構築 

 

③ ごみの適正処理 

① 自然エネルギーを活かした 

  まちづくり 

 

② 低炭素社会の形成 

① 文化財等の保存・継承 

 

② 個性ある景観の保全・創出 

 

③ 住みよい都市基盤の整備 

・特定外来生物防除事業（再掲） 

・いのちの森づくり事業（再掲） 

・自然環境学習等事業（再掲） 

・自然公園に関すること（再掲） 

・快適環境づくり市民会議 

・河川水質調査業務（再掲） 

・防犯灯改修等事業補助金（再掲） 

・高山市商店街街路灯改修補助金（再掲） 

・下水熱を活用した凍結防止施設整備事業（再掲） 

・温泉熱を活用した融雪設備整備事業（再掲） 

・緑地保全推進事業（再掲） ・里山取得事業（再掲） 

・里山林整備事業（再掲） 

○景観まちづくり刷新支援事業（高山地区） 

・通学路照明灯整備事業（再掲） ・歴史遺産等保存活用事業 

・ポイ捨て等及び路上喫煙禁止の推進  ・河川水質調査業務 

・生ごみ堆肥化装置設置事業補助金 

・土壌中放射性物質調査業務      ・不法投棄監視パトロール 

・ごみステーションの管理       ・ごみの資源化推進 

○ごみ処理施設の延命化 

〇新ごみ処理施設環境影響調査業務 

・環境保全型農業推進事業 

・民間建築物アスベスト対策事業補助金 

・水道水源保全事業          ・浄化槽設置整備補助金 

・水洗便所等改造資金融資あっせん制度 

（凡例） ○：次頁で概要説明 



２ 

 

 

 

１ 自然との共生           ※（ ）内の頁数は、参考資料のページ 

○ 特定外来生物防除事業（オオハンゴンソウなど）《環境政策推進課》（１頁） 

 ・昨年度、除草剤を使用した実証実験で一定の効果があったことから刈取りで対応し

ていた区域の一部を除草剤による防除に変更 

 ・昨年度実施した除草剤を使用した防除手法検証の結果を踏まえ、講習会などにおい

て、除草剤による防除の効果について紹介 

 ・奨励金の交付基準を改正し、市民による防除活動の更なる促進を図る。 

 

○ 自然公園（乗鞍山麓五色ヶ原の森）に関すること《環境政策推進課》（２～４頁） 

 ・新ルート（歩道）の整備（Ｈ２９繰越、Ｌ＝６，１００ｍ） 

 ・山小屋（避難小屋）の整備（Ｈ２９繰越、木造・鉄骨造２階建、延べ床面積４９㎡） 

 ・管理用・緊急時用避難道路の整備（Ｈ２９繰越、Ｌ＝２，５００ｍ） 

 ・コース案内看板、入口看板等の整備 

 ・新ルートガイドブック、パンフレットの作成 

 

 

２ 地球環境の保全 

○ 自然エネルギーによるまちづくり検討委員会《環境政策推進課》 

 ・さらに熱供給事業の導入事例を増やすため、近接する２つの公共施設の一方に木質

バイオマスボイラー１台を設置し、もう一方の施設まで熱導管で繋いで、熱（お湯）

を利用する熱供給事業ができないか検討 

 ・検討施設  丹生川地域 丹生川支所＋丹生川福祉センター（熱導管４５０ｍ） 

        高根地域  塩沢温泉七峰館＋高根福祉センター（熱導管２５０ｍ） 

 ・検討の結果、検討施設には個々の施設や地域ごとの課題があり、すぐに熱供給事業

を導入することが困難であることが分かったため、改めて熱供給事業ができる公共

施設がないか再度検討中 

 

 

３ 快適な生活環境の確保 

○ ごみ処理施設の延命化【新規】《生活環境課》（５、６頁） 

 ・資源リサイクルセンター及び久々野クリーンセンターの焼却施設の性能保証期間を

平成３７年度まで延長し、稼動期間中の性能を維持するための延命化対策を施し、

両施設とも安全で適正なごみ処理を継続する。 

平成３０年度の主な環境施策の概要 



３ 

○ 新ごみ処理施設環境影響調査業務【新規】《生活環境課》（５、７～９頁） 

 ・施設周辺の住民の健康被害への懸念を払拭し、地元合意を得るために実施 

 ・建設候補地や周辺地域において調査した結果を基に排ガスの拡散状況等を予測して

周辺環境へ与える影響を詳細に分析する。 

 ・調査項目は騒音、振動、悪臭、大気質(二酸化窒素、二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、

塩化水素、ダイオキシン類)、気象(風向・風速、気温、温度、湿度、日射量等)など 

 

 

４ 豊かな社会環境の整備 

○ 景観まちづくり刷新支援事業（高山地区）《都市計画課》（１０頁） 

 ・２０２０年東京オリンピックに向け、観光客や外国人の誘客増加を目的に良質な景

観を作り出す。（Ｈ29～3１） 

 ・今年度の主な整備内容 

   ①高山駅前の景観修景（屋外広告物の外観修景１０箇所） 

   ②東西歩行者軸の整備（無電柱化（電線共同溝、引込管設置、Ｌ＝２８０ｍ）、側

溝のグレードアップ（景観配慮型、Ｌ＝７００ｍ） 

   ③宮川河川軸の整備（人道橋の整備（橋長約４２ｍ、幅員４ｍ、Ｈ３１年度完成）、

宮川朝市通りの舗装、側溝のグレードアップ（景観配慮型、Ｌ＝１６０ｍ）） 

   ④下町拠点施設の整備（町家（空家）を取得。若者を中心とした活動拠点施設整

備のための設計） 

   ⑤歩行空間の創出（舗装、側溝のグレードアップ（景観配慮型、Ｌ＝７０５ｍ、）、

文化財等を紹介する多言語案内看板等の整備３５箇所、スポット（お休み処）

整備２箇所） 

   ⑥屋外広告物の修景促進（屋外広告物等の外観修景２０箇所） 

 

※景観配慮型の舗装…骨材に輝緑岩を使用した高級仕様の舗装整備 

※景観配慮型の側溝…自然石又は自然石風の側溝・木製蓋の側溝整備 



基本目標 区分 事業名等 事業内容 担当課

継続 特定外来生物駆除事業
特定外来植物（オオハンゴンソウ、オオキン
ケイギク）の駆除業務（重点地域等）と防除
啓発

環境政策推進課

継続 いのちの森づくり事業
植樹イベントの実施や民間団体が行う事業
への支援

環境政策推進課

継続 自然環境学習等事業
乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環
境学習の推進や山の自然学校の開催

環境政策推進課

継続
自然公園に関すること（五色ヶ原の森、
乗鞍スカイライン適正利用等）

自然公園の保護と利用の両立を図るため
のさまざまな取り組みを実施

環境政策推進課

継続 ジオパーク推進事業
持続可能な地域づくりを目的としたジオパー
クの推進

環境政策推進課

継続 白山ユネスコエコパーク推進事業
白山ユネスコエコパークの保全と活用の推進
（白山ユネスコエコパークの普及啓発及び、荘
川地域内でのエコパークツアーの実施）

環境政策推進課

継続 「山の日」推進事業
国民の祝日「山の日」の推進を目的としたイ
ベントの開催

環境政策推進課

継続 農作物獣害防止対策事業費
地域ぐるみの鳥獣侵入防止策の設置に対
する補助、捕獲技術者育成奨励金、有害鳥
獣捕獲報償金

農務課

継続
緑の保全事業補助金
未利用資源活用促進事業

山林の林地残材を活用し、バイオマス資源
とするための集運経費等に対して補助

林務課

継続 施設緑化木等配付事業
市街地の緑化意識の高揚と推進を図るた
めに公共施設及び緑のパートナーに緑化木
等を配付

都市計画課

継続
緑化推進事業補助金（保存樹、保護地
区等の管理及び育成事業）

良好な自然環境の確保と美観風致の維持を目
的に市指定の保存樹、保護地区等の管理及び
育成事業に要する経費に対し補助

都市計画課

継続 緑地保全推進事業
市街地と取り囲む山林を対象にみどりの保
全契約を締結し、開発の抑制と緑地の保全
を図るために奨励金を交付

都市計画課

継続 里山取得事業
緑地の保全、自然景観及び自然環境の維
持を図るため、市街地を取り囲む山林を里
山として取得

都市計画課

継続 里山林整備事業
里山を適正に維持管理するため、間伐、危
険木の撤去、下草刈りを実施

都市計画課

平成３０年度の環境施策について

自然との共生



基本目標 区分 事業名等 事業内容 担当課

平成３０年度の環境施策について

継続
自然エネルギーによるまちづくり検討委
員会

産学官連携による自然エネルギーを活用し
た「飛騨高山モデル」の構築

環境政策推進課

継続
森林整備におけるカーボンオフセット事
業（都市部との連携）

（千代田区）千代田区との協同によるの森づくり
（港区）みなとモデル二酸化炭素固定認証制度
の推進

環境政策推進課

継続 木質バイオマス活用促進事業補助金
ペレットストーブ、ボイラー（大型含む）、薪ス
トーブの導入に対する補助

環境政策推進課

継続 自然エネルギー導入支援事業

町内会等に対し、アドバイザーの派遣、 調査設
計（基本設計）に要する経費の助成、自然エネ
ルギー活用支援資金融資などによる支援を実
施

環境政策推進課

継続 「積まマイカー」間伐材収集運搬事業
木の駅に集積された間伐材等を収集し、市
内のエネルギー原料加工所へ運搬するト
ラック運行事業

環境政策推進課

継続 熱供給パイロット事業（民間支援）
公共施設である温浴施設を利用し、民間事業者
が事業の計画・施工・管理までを行い、木質バ
イオマスによる熱供給事業を実施

環境政策推進課

継続 災害対策備蓄品の貸出し
平成28年度に導入したスターリングエンジン
付きロケットストーブ2台、ロケットストーブ20
台を市民へ貸出し

危機管理課

継続 低公害車の導入
市公用車（集中管理車） の更新に伴い、ハ
イブリッド車6台、プラグインハイブリッド車5
台を導入

管財課

新規 庁舎照明改修事業 本庁舎１階の照明をＬＥＤ化 管財課

継続 防犯灯改修等事業補助金
町内会が維持管理する防犯灯の改修（ＬＥ
Ｄ化）等への補助

協働推進課

継続
県営農村環境整備事業（小水力発電整
備型）

荘川中央用水の余水を利用した小水力発電施
設の整備（荘川町牛丸地内）により、土地改良
施設の維持管理費の節減及び温室効果ガスの
削減を図る

農務課

継続 匠の家づくり支援事業補助金 市産材を使用した木造建築物に対する補助 林務課

継続
中小企業子育て・環境保全推進支援補
助金

岐阜県中小企業資金融資制度の元気企業育成
資金のうち、新エネルギー等支援資金融資の利
息分（融資実行から1年間）を補助

商工課

継続 企業立地支援制度

太陽光や小水力、木質バイオマスなどの新エネ
ルギー供給業を新設又は増移設する事業者に
対する補助（新規雇用、固定資産税等への助
成）

商工課

継続 高山市商店街街路灯改修補助金
商店街の街路灯のLED改修等の補助
※まちづくり会社への補助金の一部

商工課
（（株）まちづくり
飛騨高山）

継続
下水熱を活用した凍結防止施設整備事
業（試験運用）

平成28年度に下水熱を活用した凍結防止施設
を市内２箇所で試験設置。
平成29～31年度にかけて実効性の検証を進め
る。

維持課

継続 温泉熱を活用した融雪設備整備事業
温泉熱を活用した市道融雪設備を整備する。
上宝町　中尾地区　市道中尾線　H29～H31
H30　L=150m

維持課

継続 通学路照明灯整備事業費 市内の通学路照明灯のＬＥＤ改修 教育総務課

継続 小学校・中学校大規模改修事業

本郷小学校及び清見中学校に太陽光発電装
置・蓄電池の導入、ペレットストーブ導入、照明
のＬＥＤ化、節水型トイレの設置等の改修を行
う。

教育総務課

地球環境の保全



基本目標 区分 事業名等 事業内容 担当課

平成３０年度の環境施策について

継続 ポイ捨て等及び路上喫煙禁止の推進 ポイ捨て等及び路上喫煙防止の推進 生活環境課

継続 生ごみ堆肥化装置設置事業補助 生ごみ堆肥化装置の設置に対する補助 生活環境課

継続 河川水質調査業務
市内を流れる河川の水質状況を把握するた
めの調査を実施

生活環境課

継続 土壌中放射性物質調査業務
市内の保育園、幼稚園、小中学校において
調査を実施

生活環境課

継続 不法投棄監視パトロール 市内全域の不法投棄監視パトロール 生活環境課

継続 ごみステーションの管理
ごみステーション防護ネットの無料貸出し
ごみステーションの看板製作

生活環境課

継続 ごみの資源化推進 ごみの分け方･出し方の配布 生活環境課

新規 ごみ処理施設の延命化
現ごみ処理施設の稼動期間を延長し、性能
を維持するための延命化対策

生活環境課

新規 新ごみ処理施設環境影響調査業務
新ごみ処理施設建設の地元合意に向けた
調査

生活環境課

継続 環境保全型農業推進事業費
廃ビニールの適正処理や環境保全型農業
の取り組む農業者に対する補助

農務課

継続 民間建築物アスベスト対策事業補助金
民間の既存建築物に吹付けられている建
材に関するアスベスト含有調査及びアスベ
スト除去等工事への助成

建築住宅課

継続 水道水源保全事業
水道水源（地表水、地下水）を保全するた
め、水源地域の取水排水等を監視

上水道課

継続
水洗便所等改造資金融資あっせん制
度

し尿浄化槽や汲取り便所を下水道に接続す
るための資金の借入れを金融機関にあっせ
ん

下水道課

継続 浄化槽設置整備補助金
浄化槽整備区域において、浄化槽を設置す
る場合に対する補助

下水道課

快適な生活環境
の確保



基本目標 区分 事業名等 事業内容 担当課

平成３０年度の環境施策について

継続 防犯灯改修等事業補助金（再掲）
町内会が維持管理する防犯灯の改修（ＬＥ
Ｄ化）等への補助

協働推進課

継続
高山市商店街街路灯改修補助金（再
掲）

商店街の街路灯のLED改修等の補助
※まちづくり会社への補助金の一部

商工課
（（株）まちづくり
飛騨高山）

継続
下水熱を活用した凍結防止施設整備事
業
（試験運用）（再掲）

平成28年度に下水熱を活用した凍結防止施設
を市内２箇所で試験設置。
平成29～31年度にかけて実効性の検証を進め
る。

維持課

継続
温泉熱を活用した融雪設備整備事業
（再掲）

温泉熱を活用した市道融雪設備を整備する。
上宝町　中尾地区　市道中尾線　H29～H31
H30　L=150m

維持課

継続 緑地保全推進事業（再掲）
市街地と取り囲む山林を対象にみどりの保
全契約を締結し、開発の抑制と緑地の保全
を図るために奨励金を交付

都市計画課

継続 里山取得事業（再掲）
緑地の保全、自然景観及び自然環境の維
持を図るため、市街地を取り囲む山林を里
山として取得

都市計画課

継続 里山林整備事業（再掲）
里山を適正に維持管理するため、間伐、危
険木の撤去、下草刈りを実施

都市計画課

継続
景観まちづくり刷新支援事業（高山地
区）

観光客や外国人の誘客増加を目的に良質
な景観を作り出すため、景観修景、無電柱
化等を実施

都市計画課

継続 通学路照明灯整備事業費（再掲） 市内の通学路照明灯のＬＥＤ改修 教育総務課

継続 歴史遺産等保存活用事業
歴史街道の調査・整備、伝統的建造物及び
その周辺環境や無形文化遺産の調査・記
録、天然記念物等の維持管理

文化財課

継続 特定外来生物駆除事業（再掲）
特定外来植物（オオハンゴンソウ、オオキン
ケイギク）の駆除業務（重点地域等）と防除
啓発

環境政策推進課

継続 いのちの森づくり事業（再掲）
植樹イベントの実施や民間団体が行う事業
への支援

環境政策推進課

継続 自然環境学習等事業（再掲）
乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環
境学習の推進や山の自然学校の開催

環境政策推進課

継続
自然公園に関すること（五色ヶ原の森、
乗鞍スカイライン適正利用等）（再掲）

自然公園の保護と利用の両立を図るため
のさまざまな取り組みを実施

環境政策推進課

継続 快適環境づくり市民会議
クリーン作戦、グリーンマーケット、推進大会
の開催等

生活環境課

継続 河川水質調査業務（再掲）
市内を流れる河川の水質状況を把握するた
めの調査を実施

生活環境課

環境にやさしい
人づくり

豊かな社会環境
の整備



８ 

生物多様性等に関する学習会の開催ついて 

 

１ 背景、目的 

  来年度は、市が策定している「生物多様性ひだたかやま戦略」の見直しを行う節

目の年になることから、委員皆様を対象に戦略に関連する内容の学習会を開催し、

よりよい戦略の見直しに繋げることを目的とする。 

 

※「生物多様性ひだたかやま戦略」 

 環境基本計画の理念に基づく個別計画の一つで、地域が担うべき生物多様性の保全

と利用の取組について、その理念、目標、指針、基本施策などを定めている。平成 

２２年３月に策定し、１０年を目途に見直しを行うことになっている。 

 

 

 

 

２ 学習会の内容等 

 ① テーマ「生物多様性について」 

   講師   小野木三郎氏 

   開催予定 ７月 

 

 ② テーマ「特定外来生物について」 

   講師   大森清孝氏 

   開催予定 ９月 

 

 

３ その他 

 ・日程等が決まり次第、委員の皆様には改めてご案内させていただきます。 

 ・学習会は条例に基づく委員報酬の対象としておりませんのでご了承願います。 












